
　

福
井
県
内
各
地
に
ゆ
か
り
の
あ
る
継
体
大
王
が
即
位
し
て
今
年
で

千
五
百
年
。
こ
し
の
国
の
玄
関
口
で
あ
り
中
心
部
と
し
て
栄
え
た
と
い

わ
れ
る
越
前
市
で
は
、
10
月
５
日（
金
）か
ら
７
日（
日
）の
３
日
間
、

こ
し
の
都
千
五
百
年
大
祭
を
開
催
し
ま
す
。

　

南
越
前
町
に
も
継
体
大
王
の
ゆ
か
り
の
地
が
あ
る
こ
と
か
ら
こ
の
イ

ベ
ン
ト
に
参
画
し
ま
す
。
河
野
（
当
時
の
国
府
浦
）
に
大
陸
か
ら
使
者

が
着
い
た
と
の
想
定
の
も
と
、
千
五
百
年
前
の
大
陸
文
化
の
伝
来
や
、

交
流
を
表
現
し
よ
う
と
、
10
月
５
日
の
出
立
祭
に
向
け
古
代
舟
の
再
現

を
進
め
ま
し
た
。

▲ 再現された古代舟は、全長約7.8ｍ、幅1.8ｍ、高さ2ｍ。
5日、南越前町を出発し、翌日 6日、味真野神社で奉
納品を載せ、岡太神社まで地域の人達によって巡行さ
れます。

即
位
千
五
百
年
を
祝
っ
て

　

町
で
は
、安
全
祈
願
祭
、出
立
祭
を
そ
れ
ぞ
れ
行
い
ま
す
。

安
全
祈
願
祭

　

再
現
さ
れ
た
古
代
舟
は
、
出
立
祭
を
前
に
継
体
大
王
に

ゆ
か
り
の
あ
る
羽
太
神
社
境
内
の
振フ

リ
ヒ
メ媛

神
社
で
安
全
祈
願

さ
れ
、
河
野
ふ
れ
あ
い
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク
に
向
け
出
発

し
ま
す
。

日　

時 

10
月
5
日（
金
）午
後
1
時
30
分
〜
午
後
2
時
30
分

場　

所 

東
大
道
字
高
向　

羽
太
神
社
境
内
の
振フ
リ
ヒ
メ媛
神
社

こ
し
の
都
伝
統
文
化
出
立
祭

　

国
府
浦
（
河
野
）
に
使
者
が
着
い
た
と
想
定
し
、
古
浪

漫
パ
レ
ー
ド
が
始
ま
り
ま
す
。
河
野
の
ふ
れ
あ
い
シ
ー
サ

イ
ド
パ
ー
ク
で
は
、
出
立
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

日　

時 

10
月
５
日（
金
）午
後
４
時
頃
〜

場　

所 

ふ
れ
あ
い
シ
ー
サ
イ
ド
パ
ー
ク（
今
泉
）

内　

容 

韓
国
来
訪
団
来
町

 

－

韓
国
来
訪
団
あ
い
さ
つ（
扶
余
郡
郡
主
）

 

南
越
前
町
長
あ
い
さ
つ

 
伝
統
芸
能
披
露（
交
流
）

 

－

糠
ど
っ
さ
り
・
漁
火
太
鼓
・
韓
国
芸
能

－

 

韓
国
来
訪
団
へ
花
束
贈
呈

 

古
代
舟（
韓
国
来
訪
団
）見
送
り

継
体
大
王

功　

績　

大
陸
と
の
交
流
が
上
げ
ら
れ
ま
す
。

こ
の
時
代
、
朝
鮮
半
島
南
西
部
に
位
置
し
た
百

済
か
ら
最
先
端
の
学
問
を
修
め
た
五
経
博
士
段

楊
爾
が
派
遣
さ
れ
た
こ
と
な
ど
が
、
日
本
書
紀

に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
彼
ら
は
船
で
日
本
海
を

渡
り
、
大
陸
の
文
化
と
技
術
を
も
た
ら
し
、
そ

の
技
術
が
ル
ー
ツ
と
な
り
丹
南
の
地
で
多
く
の

伝
統
産
業
が
育
ま
れ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
内
の
ゆ
か
り
の
地

振 

媛
神
社（
東
大
道
）　

羽
太
神
社
の
境
内
社
で

あ
り
、
継
体
大
王
の
母
振フ

リ
ヒ
メ媛

と
五
番
目
の
王

妃
関セ

キ
ヒ
メ媛

が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

熊 

野
神
社（
清
水
）　

越
前
国
名
蹟
考
に
よ
る
と
、

継
体
大
王
が
熊
野
神
社
に
参
拝
し
て
休
ま
れ

て
い
た
際
、
あ
た
り
で
ウ
グ
イ
ス
が
良
い
声

で
鳴
い
た
こ
と
か
ら
、
こ
の
神
社
を
「
初ハ

ツ

音ネ

の
宮
」、
ま
た
こ
の
地
を
「
鶯

ウ
グ
イ
ス

ノ
関
」
と
名

付
け
ら
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

太 

娘
姫
古
墳（
大
良
）　

南
越
前
町
大
良
地
区
の

西
「
三
ま
い
山
」
と
呼
ば
れ
る
山
頂
に
方
形

台
状
墓
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
『
越
前
国
名

蹟
考
』
や
『
足
羽
社
記
』
に
よ
る
と
、
継
体

大
王
の
孫
娘
（
関
媛
の
娘
）、
太
娘
皇
女
の

古
墳
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

麻 

氣
神
社（
牧
谷
）　

継
体
大
王
の
后
妃
・
麻マ

績ミ

娘
女
が
病
気
に
な
っ
た
際
、
薬
効
が
な
い
の

を
憂
い
、
麻
氣
神
社
祭
神
の
奇ク

シ
タ
マ玉

饒ニ
ギ
ハ
ヤ速

日ヒ
ノ

命ミ
コ
ト

に
平
癒
を
祈
念
し
た
と
こ
ろ
、
病
が
癒
え

た
の
で
社
殿
を
造
営
し
た
と
い
わ
れ
、
地
名

の「
牧
谷
」の「
麻
気
」は
、麻
績
娘
女
の「
麻
」

と
病
気
の
「
気
」
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

古代舟が完成


